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1　　は　じ　め　に

寒冷地の水稲軋　これまで，稔ばらみ期耐冷性（以下，

耐冷性という）が最も強いと考えられている品種は「トド

ロキワセ」や「コシヒカリ」等で．これらは現在，熱期別

耐冷性基準品種の第2階級に分級されている（表1）。耐

冷性は集積され向上する2・4）ので，筆者らは，これらの

品種より更に強い高度耐冷性を持つ品種を育成することは，

それほど困難ではないと考え，育種を行ってきた。宮城県

古川農業試験場で1984年又は1985年に収量試験及び特

性検定に供試した粍世代の系統のうち．「コガネヒカリ」

や「ムツこシキ」並の中程度の耐冷性を持つ品種の交配組

合せの後代から，高度耐冷性系統を8系統選抜できたので，

その選抜経過を報告する。

2　　試　験　方　法

宮城県剖tl農業試験場では．現私育成系統の耐冷性検

定は，表2に示す恒温深水法により．F3世代以阻各世代

で行っている。今回，報告の対象としたのは1980年又は

1981年に交配を行った29組合せの後代である。このうち．

一部の組合せは．1983年に，F4又はF5世代で耐冷性によ

る選抜を行った。このF6世代の系統376系統を・1984年又

は1985年に収量試験並びに耐冷性，いもち病抵抗岨食味

等の特性検定を行った○この376系統のうち▲第2階級の

耐冷性基準品種より不稔の少ない系統が35系統含まれてい

た。このF5世代の耐冷性検定は反復がなかったので・1986

年は，この35系統のF7世代に試験番号（古C番号）を付し・

5反復で耐冷性の調査を行った○成熟期に1株から梓長順

に上位5楓1系統当たり15穂を採取して，その不稔歩合

を基準品種として耐冷性の判定を行った0

3　　結　　　　果

F6世代の376系統の耐冷性階級別の割合は．図1のよう

になり．F5世代以前に耐冷性による選抜を行った後代では，

耐冷性の掛、系統の出現頻度がより高かった。また．第2

階級の基準品種より不稔の少ないものが35系統出現したが，

これらは，いずれもF．世代の雑種集団又はF5世代の系統

で耐冷性選抜を行った組合せから得られた○

次に，この35系統の耐冷性検定を1986年にF7世代で行

った。その結果を表1の基準により分級すると，第3階級

及びそれより弱い系統が18系統．第2階級が9系阻第2

階級より強い系統が8系統あった。この第2階級より強い

中

表2　古川農業試験場の耐冷性検定方法と選抜基準

世 代 別

育成材料

F 3又は F 4

雑 種 集団

F 5 系 統

栽　 植　 様　 式 冷　 水　 処　 理
反　 復

耐冷性選抜
基　 準

条間株間　 株　 数

24 ×10C覆 10個 体 1 株

期　 間　　 水　 温　 水　 深

7月上旬　　　 19℃　　　 20 cl な し

なし

強い方か ら5

～ 9 月上旬 ～30 ％

〝　　　 1 系統 1 株 〝 第 4 階級以上

F 6 系 統 群 〝　　　 1 系統 3 株 〝　　　　　　　　　　 〝　　　　　　　　　 〝 なし

F 7　以　 降 ′′　　　　　　　　　　　　 〝 〝　　　　　　　　　　 〝　　　　　　　　　　 〝 2 〝
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と判定した8系統の耐冷性程度とF6世代におけるその他
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耐　冷　性　の　陪　繊

図1F6系統の耐冷性の階級別出現頻度
（19糾．1985年）

黍3　選抜系統の耐冷性の程度と譜特性

の特性を表3に示した。この8系統のうち，5系統は寒冷

地域のイネ品種系統の中では，第2階級より更に強い階級

の耐冷性を持つ「農林24号」1）並の高度の耐冷性を持つと

判定された。この8系統の交配親は「ふ系127号」．「奥

羽305号」，「東北125号」，「越南125号」，「中部41

号」．「中部42号」，「舌2769」であり，それらの耐冷性

程度はいずれも最強級ではなく，「ムツニシキ」や「コガ

ネヒカリ」並の中程度である。したがって．この8系統の

耐冷性は明らかに両親を超越している。また，この8系統

のF6世代における詩特性を見ると，いもち病抵抗性が弱

い系統が含まれるが，玄米品質や食味の点では「ササニシ

キ」に近い系統も含まれている。

系 統 名

品 種 名
交　 配　 組　 合　 せ 早 晩性

不 稔

歩 合

l別

耐 冷 性

の 階 級
稗．長

いもち病

抵 抗 性
玄 米

品 質
食 味

薬　　 種

古 C －　 4 奥 羽 3 0 5 号 ／中 部 4 1号 中生 の晩 38．4 1 や や長 ××　 ？ △ 0 －△

古 C －　 6 〝 33．4 1 長 △　　 △ △ △

古 C －　 7 40．0 1 ～ 2 長 △　　 △ ○ ○

古 C － 14 ふ 系 1 2 7 号 ／古　 2 76 9 4 1．4 1 － 2 中 ◎　　 △ × ×
舌 C － 15 〝 38．4 1 中 ？　　 × △ －－
舌 C － 16 〝 中生 の早 43．0 1 － 2 中 ？　　 × ○ ×

舌 C －　 30 中 部 4 2号 ／奥羽 3 0 5 号 中生 の晩 3 1．1 1 や や長 ◎　　 × ○ △

舌 C －　 36 越 南 1 2 5 号 ／東 北 1 2 5 号 〝 36．4 1 や や長 7　　 7 ○ ×

農 林　 2 4 号 中生 の晩 34．8 1 長 ×　　　 × △ △

トドロキワセ 中　　 生 48．1 2 や や長 ○　　 ○ △ △

コガネ ヒカ リ 中生 の晩 （ 85 ） 4 中 △　　 △ △ △

ト　ヨこ シ キ （100 ） 6 や や 長 ◎　　 ◎ ○ ×　×

サ サ ニ シ キ （100 ） 6 や や 長 ×　　　 ×× △ ○

サ サ　 ミ　ノ リ 中生 の早 （100 ） 6 や や 長 ◎　　 △ 〉く ×　×

注．1）舌2769は，ササニシキ／レイメイの後代。
2）不稔歩合は．1986年の5区の平均値．（）内は達観判定値。
3）いもち病抵抗性の重いもち，穂いもちは◎（強）～××（弱），玄米品質，食味は◎（良）～××（不
良）。

4　　考　　　　　察

選抜した高度耐冷性を持つ古C－4などの8系統は，1980

年の冷害の際．東北地方中南部において耐冷性が強いと評

価された「コガネヒカリ」3）より，2階級以上耐冷性が強

い。この程度の耐冷性を持つ品種であれば，1980年程度の

冷夏であっても，東北地方中南部においては，ほとんど減

収しないですむと考えられる。

従来，高度耐冷性品種を育成しようとする場合，在来品

種や外国稲等から耐冷性を取り入れようとした事例が多い。

しかし．実用品種どうしの組合せでも．寒冷地ではこれま

で最強と考えられてきた第2階級のトドロキワセ等の耐冷

性より更に強い高度耐冷性品種が育成できる可能性がある

ことがこの試験からも明らかである。これらの実用品種を

利用する場合．不良形質の排除をあまり考えなくてもすむ

ので，耐冷性品種の育種は比較的容易と考えられる。これ

らの実用品種を利用して耐冷性を向上できる限界を明らか

にしていくことも重要と考えられる。
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